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人財の確保・定着、付加価値の適正分配 

ＯＮＥ ＴＥＡＭで生活改善を実現しよう 

２０２４年 ３月 ８日 日本鉄道労働組合連合会 

ＪＲ連合近畿地協・ＪＲ西日本連合・ＪＲ西労組は３月７日、大阪市内において「２０

２４春季生活闘争総決起集会」を開催し、翌週に今春闘最大のヤマ場を控える中、物価高

を上回る持続的な賃上げの実現を訴えて気勢を上げた。 

集会には、各加盟単組から約 300名が結集したほか、来賓として連

合大阪から芝将人事務局長、近畿交運労協から西村誠事務局長が駆け

つけた。ＪＲ連合からは住吉一家労働政策局長が参加した。 

ＪＲ連合近畿地協を代表してあいさつした上村良成議長（ＪＲ連合

副会長、ＪＲ西日本連合会長、ＪＲ西労組中央執行委員長）は、直近

の社会情勢において人財獲得競争が一段と激化している事を懸念し、

「ＪＲグループが働く場所として選択肢に残れるかどうかの正念場」

と今春闘を改めて位置づけ、「生活苦・他産業との格差・魅力の低下

を克服するべく、ＯＮＥ ＴＥＡＭとなって物価高を上回る持続的な

賃上げを実現していこう」と参加者・加盟単組に対して最後までの奮闘を呼び掛けた。 

ＪＲ連合の住吉労働政策局長は、「コロナ禍の如何を問わず産業の維持・発展に努力して

きた組合員に対して、適正な分配・生活が改善される賃上げは当然の要求」として、「賃上

げに躊躇するようなデフレマインドを労働組

合から変革し、経営側に波及させ、賃金も物価

も上昇する社会・企業を創り出そう」と訴えた。 

加盟単組の決意表明では、ＪＲ東海ユニオン

関西地本の奥田浩司書記長、ＪＲ西日本グルー

プを代表して大鉄工業労組の宮永大輔執行委

員長、ＪＲ西労組の杉野晴崇賃金対策部長か

ら、それぞれの取り組み報告とあわせ、ヤマ場

に向けた決意が力強く表明された。 

最後は、参加者全員で「物価高を上回る持続

的な賃上げ」を訴える集会アピール行動で心を

合わせ、上村議長の団結ガンバローで決意を固

めあった。 
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（上）集会アピール行動 

（下）熱気あふれる団結ガンバロー 


